
1．対象製品・包装
　セレニカR錠200mg ：PTP100錠、PTP1000錠
　セレニカR錠400mg ：PTP100錠、PTP1000錠

　①規格ごとの識別性向上のため、PTPシートのデザインを変更します。
　②PTPシートのうら面に調剤包装単位コード（GS1コード）を表示します。

謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は弊社製品に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、この度、『セレニカR錠200mg』『セレニカR錠400mg』につきまして、包装変更がございますので
ご案内申し上げます。
今後とも引き続きご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

謹白

PTPシートデザイン変更のご案内

2．変更内容

セレニカR錠200mg
PTP100・1000錠（PTP10錠シート）

セレニカR錠400mg
PTP100・1000錠（PTP10錠シート）

東京都中央区日本橋本町三丁目4-14

【セレニカR錠200mg  PTP10錠シート（イメージ）】

従来品 変更品

調剤包装単位コード

抗てんかん剤・躁状態治療剤・片頭痛治療剤

（バルプロ酸ナトリウム徐放性錠剤）

裏面もご覧下さい

(01)04987770535214 (01)04987770564719

▲ ▲ ▲



お知らせ
シートのデザインが変わりました。
お薬は従来のものと変わりありません。

セレニカR錠200mg PTP10錠シート

［変更前のシート］ ［変更後のシート］

お知らせ
シートのデザインが変わりました。
お薬は従来のものと変わりありません。

セレニカR錠400mg PTP10錠シート

［変更前のシート］ ［変更後のシート］

2013 .4作成

当面の間、変更品の個装箱と梱包箱に
　　　　　　　　　　　　　と表示
します。
また、個装箱の中に右記の患者様用
お知らせカードを封入します。

※患者様用お知らせカードは、常時
　封入の保管時及び服用時の注意
　事項を記載したカードと重ね合わ
　せて製本しておりますのでご注意
　下さい。

PTPシートデザイン変更品

３．従来品・変更品の識別方法および
　　患者様用お知らせカード

4．変更品の出荷案内

使用期限
変更品

出荷予定時期販売名

2013年4月下旬頃セレニカR錠
200mg

セレニカR錠
400mg

包装 最終製造番号
従来品

使用期限
PTP  100錠 2015年12月

初回製造番号
2015年 11月 FH3WFG3K

2013年4月下旬頃PTP1000錠 2016年  2月2015年 11月 FK3WFE3K
2013年7月下旬頃PTP  100錠 未定2016年   1月 未定DN3O
2013年6月上旬頃PTP1000錠 未定2015年 10月 未定DK2R

※出荷予定時期は、特約店様への出荷時期を表します。また、上記出荷予定時期と前後する場合が
　ございますので、ご了承賜りますようお願い申し上げます。

包装 枚数
封入枚数

【セレニカR錠200mg】

【セレニカR錠400mg  PTP10錠シート（イメージ）】

【セレニカR錠400mg】

PTP 100錠 10枚

PTP1000錠 40枚

従来品 変更品

調剤包装単位コード
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